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　化学専攻の吉戒直彦助教がシンガ

ポール国立研究財団（National Research 

Foundation, NRF）の NRF リサーチフェ

ローシップを受賞しました。

　NRF リサーチフェローシップは，

科学技術の諸分野で優れた 40歳未満の

若手研究者を世界中から集め，シンガ

ポールを世界的研究センターとする

目的で，シンガポール政府が 2007 年に

創設した研究賞です。2回目となる今回は，

世界各地の大学・研究所から 186 名の

応募があり，書類審査による候補者
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19 名への絞り込み，一週間かけての

現地でのプレゼンテーションとインタ

ビューによる最終審査を経て 10 名へ授

与されました。吉戒助教の受賞は日本

人として初めてのものです。受賞者には

3年間で 150 万ドルの研究費をもって

シンガポールの任意の大学・研究機関で

研究を行う権利が与えられます。

　吉戒助教はこれまで，遷移金属錯体

を触媒とする革新的分子変換反応の開

発およびそのメカニズムの解明につい

て研究を行ってきました。資源豊富で

あり無毒な鉄は次世代の触媒化学の鍵

となる金属として注目されていますが，

吉戒助教は鉄錯体を触媒とする炭素－

水素結合の直接変換反応を世界に先駆

けて開発しました。また，吉戒助教は

計算化学を駆使した触媒設計においても，

炭素－フッ素結合の切断に高活性を示

すニッケル触媒を開発するなど優れた

業績を挙げています。今回の受賞は，

それらの研究ならびに理学系研究科で

の教育経験に対する高い評価を受けて

のものです。

吉戒直彦助教

　

　上田正仁物理学専攻教授が日本学術

振興会賞を受賞されました。第 5 回

（平成 20 年度）日本学術振興会賞を

本研究科物理学専攻教授の上田正仁先生

が受賞されました。お祝いを申し上げます。

受賞理由は「冷却原子気体の理論」

（Theory of Ultracold Atomic Gases）です。

それについて簡単に述べると，ボース粒

子系が低温において，「ボース・アイン

シュタイン凝縮（BEC）」とよばれる特異

な現象を起こすことは，アインシュタイン

によって 1924 年に理論的に予言されて

いました。近年，そのようなボース粒子

大塚　孝治（物理学専攻　教授）
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からなる原子の集団（ボース原子気体）

が磁気トラップやレーザー冷却を用いて

生成され，さらにそれを蒸発冷却によっ

て超低温に冷却することによって BEC

が実現されています。冷却原子気体は，

超流動ヘリウムや超伝導電子系と比肩

する新しい量子凝縮相として注目されて

います。

　上田先生はこの分野の研究を早くから

幅広く進めてきましたが，強く引力相

互作用をするボース凝縮体がボース・

ノヴァとよばれる特異な飛散崩壊現象

を起こすことを理論的に示し，その準安

定性や崩壊メカニズムについても論じ，

それがおもな受賞理由になっています。

上田先生は，他にも超流動現象など

量子多体現象に関するさまざまな独創

的研究を展開しており，今後さらに

巨視的な量子現象の工学的応用や，

冷却原子気体を用いた量子計算などの

実験と理論を先導することが期待され

ています。

上田正仁教授



山形　俊男（地球惑星科学専攻　教授）
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受けた。メダカは日本発の実験生物であり，

そのゲノム研究では世界のフロントを

行くという。研究室の扉を開けると広が

る異次元の世界 - 整然と並べられた数え

きれない小型水槽とその内を泳ぐ多数

のメダカ - に驚嘆の声が聞かれた。

　理学部1号館に戻り，堀田委員長の司会

のもとで開催された諮問会では，まず山本

研究科長から理学系研究科・理学部の現状

について報告が行われた。次いで大学院カ

リキュラムについて報告がなされ，関連す

るさまざまなご意見をいただいた。OECD

諸国の中で最低水準にある基礎研究費を

増やすべく，きちんとした枠組みを文部

科学省予算の中に導入する必要がある事，

このためには東京大学として意見を具申

して行くことが大切である事，基礎研究

と産学連携の重要性について，経団連

側だけでなく，大学側でも考えること，

大学の定員とは何か考え直す必要性，

特に少子化の折から，留学生を理工系で

増やすためにまずインフラを充実させ

る必要がある事など，どれも極めて重要

なご指摘であった。東京大学理学系研

究科は日本国だけでなく人類の基礎研

　2009 年 3月 2日（月）に理学系研究

科諮問会が開催された。理学系研究科は

2001 年度から諮問会を開催して各界の

有識者に年間活動報告を行い，運営とあ

るべき姿についてご意見を伺うことにし

ており，今年度は 8回目になる。

　諮問会メンバーは昨年度と同様に

堀田凱樹委員長（大学共同利用機関法人

情報・システム研究機構　機構長），

青野由利委員（毎日新聞社　論説委員），

金森博雄委員（カリフォルニア工科大学

名誉教授），中村桂子委員（JT生命誌研究

館　館長），西山　徹委員（味の素株式会

社　技術特別顧問），坂東昌子委員（愛知

大学　名誉教授）である。理学系研究科

からは山本正幸研究科長，酒井英行副研

究科長，山形俊男副研究科長，常行真司

研究科長補佐，茅根創研究科長補佐，

野中勝研究科長補佐，川島隆幸環境安全

管理室長，横山広美広報・科学コミュニ

ケーション担当准教授，および事務部か

ら平賀事務長，高橋副事務長が出席した。

　諮問会に先立ち，理学部2号館において

生物科学専攻の二つの研究室を見学して

いただいた。まず発生生物学研究室では，

上田貴志准教授から，組織・器官形成や液

胞の形成・維持を通して細胞内の恒常性維

持や環境応答に重要な役目を担うダイナ

ミックな “膜交通” に関して説明を受けた。

種子植物に特有の遺伝子VAMP727が陸上

の乾燥気候に耐えるべく，液胞内にタンパ

ク質を蓄積する機能をもつことの解明など，

高性能の光学顕微鏡を用いた最近のカラ

フルな成果に活発な質問が飛んでいた。

次いで，動物発生学研究室の武田洋幸教

授から，人類を含む脊椎動物に共通の発

生異常や突然変異の解明を目指して進め

られているメダカとゼブラフィッシュの

器官形成の最新の研究について解説を

究を担っているというくらいの意識が欲

しいという叱咤激励には目が覚める思い

であった。この時点で話は大いに弾み，

プロジェクト志向の行き過ぎや予算配分

のあり方の問題，とくに競争的資金だけ

でなく，本来備えるべきものにきちんと

手当てする予算措置の必要性，さらには

学術会議や国立大学協会のあり方，政治の

貧困にまで議論は及んだ。ここまでで大

半の時間を使ったが，極めて有益であっ

たと思う。男女共同参画，広報活動，

学生支援室，環境安全管理室，中期計画

中間評価などについても短時間ではあっ

たが報告がなされ，それぞれについて貴

重なご意見をいただくことができた。

　引き続き山上会館で行われた懇親会では，

話題は基礎科学の重要性，ネーチャーや

サイエンスへの出版ばかりを目指すこと

の弊害，研究者評価と h-index，PD問題，

大学院重点化の問題，学生気質の変化など

談論風発のなかで予定したスケジュール

は瞬く間に終了した。諮問会委員の方々

からいただいた貴重なご意見を今後の

理学系研究科・理学部の運営に大いに

役立てて行きたいものである。

諮問会の様子

生物科学専攻研究室見学の様子。左：上田貴志准教授による説明。右：武田洋幸教授による説明。
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